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平成３０年３月２６日 平成３０年３月・４月の主な行事（予定）

第５号（通算第１０号）

３月２３日（金） 終業式

２４日（土） 春季休業～４月８日まで

２７日（火） 生徒登校禁止（入試関係）

２８日（水）～４月４日（水）新２・３年生進学講習

３０日（金）～４月１日（日）新２・３年生教科書販売（千歳イオン）

４月 ２日（月） 入学予定者オリエンテーション

新入生教科書販売（千歳イオン：３日まで）

９日（月） 始業式・入学式

１０日（火） 対面式

１１日（水） 部活動紹介

１３日（金） 第１回基礎学力診断テスト（全学年）

１５日（日）～１７日（火）１学年宿泊研修

１９日（木） 身体測定

☆『年度末を迎えて』

校長 小路 修司

３月１日に厳粛な雰囲気のなか第４３回卒業証書授与式が行われ、
１７７名の生徒が本校から旅立ちました。

平昌オリンピックはすばらしい熱戦が繰り広げられました。女子500
ｍのゴールドメダリスト小平選手はライバルへの尊敬と友情などオリン
ピックの精神を具現化した姿を見せてくれました。女子パシュートは個
人の能力を最大限に引き出す緻密なチームワークで見事に金メダルを獲
得しました。団体種目で結果を出す事ができた要因はやはり、連携・協
働・コミュニケーションでしょうか。「そだねー！」と「もぐもぐタイ
ム」が注目された女子カーリングですが、「キープスマイル」「ステイ
ポジティブ」が貫かれ、自分のショットが成功したときでも「ナイスス
イープ！」「ナイスコール！」と仲間の力を褒め、失敗でも必ずハイタ
ッチするなどしながら、良かった点、反省点を短い言葉で確認し情報を
共有していました。「Ok！ナイス、うん、そだねー。」などポジティブ
な言葉が強い絆と信頼を感じさせます。成果を出す組織やチームはこう
なんだと教えられました。そして失敗や逆境にあっても、仲間や応援し
てくれる人の思いを受け止め、強い信念を持ってぶれずに取り組む事が
成果につながっていると言えます。学校も生徒の可能性を信じ、チーム
ワークとポジティブシンキングで人を支え育てる組織でありたいと思い
ます。今年も春がやってきます。今年巣立った卒業生の豊かな人生を祈
りながら、教職員もフレッシュな顔ぶれで新入生の受け入れの準備を進
めます。３０年度も北陽高校への皆様のご支援とご協力をよろしくお願
いします。

第４３回 卒業証書授与式が行われました

祝レスリング部 全国選抜大会出場
２年６組 高橋海斗くん（北斗中出身）

平成３０年３月２７日（火）から新潟県で行
われる、第６１回全国高等学校選抜レスリン
グ大会に出場します。はじめての全国大会な
ので緊張するとは思いますが、日ごろの練習
の成果を発揮し、悔いの残らない試合を一試
合でも多く行い、優勝を目指して頑張ります。 （写真中央 高橋選手）

進路状況 大学１４名 短大５名 専門学校４９名 看護専門学校２名
民間就職８２名 公務員１８名



お問い合わせ 千歳市北陽2丁目１０番53号 電話０１２３－２４－２８１８

ホームページアドレス http://www.chitosehokuyou.hokkaido-c.ed.jp/

ボッチャ体験授業に参加して

昨年５月より２３回実施された。ジュニア
レスリング教室の閉講式が３月１５日（木）
格技場で行われ、幼稚園児から中学校３年生
までの受講生２７名一人ひとりに認定証が授
与されました。また、閉講式に先立ち試合も
行われ、１年間の活動の成果として、受講生
は最高のパフォーマンスで試合を楽しんでい
ました。この取り組みは学校開放講座として、
レスリング部の部員が講師を努め、児童生徒
に指導しています。次年度も５月以降開講予
定です。多数の参加をお待ちしております。
１年間ありがとうございました。

１・２年生 スキー実習の様子（マウントレースイスキー場）

地域貢献 第７回「ジュニアレスリング教室」閉講式が行われました

「みつめる」北海道知事賞（２年連続） 受賞

写真部 ２年５組 渡辺華練さん（青葉中出身）

子ども相談支援センター相談窓口のお知らせ
いじめや不登校、体罰などの学校教育に関する悩み、子育て・しつけなど家庭教育に関する

悩みなど相談してください。

●電話相談 ●メール相談

０１２０－３８８２－５６ doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp
（無料、毎日24時間対応 ） ※急ぎの場合は電話相談を利用してください。

●来所相談 ※10:00～16:00 札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階

（土日・祝日、年末年始はお休みです。） 子ども相談支援センター
※上記の電話相談で予約してください。

今回受賞した作品は、写真部の校
外撮影で札幌市内のビルを撮影した
ものです。その日は朝から部員のみ
んなと撮影に出かけ、しばらく自由
に思い思いの写真を撮っていました。
そんな中、パッとその建物を見たと
き、その「目」に強いインパクトを
感じ、無心でシャッターを押しまし
た。受賞の通知を見たとき「まさ
か！」と驚きしかなく、昨年に引き
続き２年連続で北海道知事賞を受賞
できるとは夢にも思っていませんで
した。この賞を受賞した重みをしっ
かり受け止め、これからも良い作品
を残していけるよう日々努力してい
きたいと思います。

第３６回学生写真道展の
１０９４点の中から最高賞

３年５組 朝倉 楓さん（勇舞中出身）

ボッチャを教えて下さった方はみなさ
ん高齢で、周りにお年寄りがいないので、
ボッチャを教えてもらったり対戦したり
することで初めて高齢の方とふれ合うこ
とができました。私たちのボッチャ体験
のために全て準備をしていただいたそう
です。とても楽しい良い経験ができまし
た。ありがとうございました。

３年６組 永山 栞菜さん（柏陽中出身）

今回、ボッチャの体験をして、体の不
自由な方も参加できるスポーツがあるこ
とを知りました。とても楽しくて、お年
寄りの方も参加できると思いました。ま
た、障害のある方が参加するパラスポー
ツについて、もっと知り体験してみたい
と思いました。講師のみなさん、ありが
とうございました。

ボッチャとは、ヨーロッパで生まれた重度脳性麻痺者もしくは同程度の四肢重
度機能障がい者のために考案されたスポーツで、パラリンピックの正式種目です。
ジャックボール（目標球）と呼ばれる白いボールに、赤・青のそれぞれ６球ずつ
のボールを投げたり、転がしたり、他のボールに当てたりして、いかに近づける
かを競います。障害によりボールを投げることができなくても、勾配具（ラン
プ）を使い、自分の意思を介助者に伝えることができれば参加できる競技です。

協力：千歳市身体障害者福祉協会


